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今回の研究のポイント 

1) KAHAライゲーション反応を用いて、少ない原料数から多種の化合物を迅速に合成・分析する

ことが可能。 

2) 試薬や有機溶媒は一切使わず、反応は水中で約数時間で進行する。 

3) 発生する副生成物は、その後の分析に直接影響を与えない二酸化炭素とシクロヒキサノンのみ

のため、化合物を単離・精製する過程を省き、合成直後に直接分析を行うことができる。 
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